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研究内容

 福島県の多様で豊かな農産物に由来する未利用資源を活用し、新たな価値の創造と再利用技
術の普及に貢献することを目的として技術開発及び分析・調査を実施しました。

背景・目的

結果・まとめ

令和７年度 試験研究概要

① 低精白米を用いた清酒製造技術の開発
② 果実搾汁残渣のビール副原料としての活用

・課題を明確にし、何を解決するために研究に取り組んだかを意識して記入してください。
・テキストボックスの横幅（文字数）、位置は変更しないでください。（研究内容、結果・まとめも同様）

・研究、実験の内容を分かりやすく、簡潔に記入して
ください。
・○○を調べるために、△△実験をしました、××を
比較しました。等
・本文中に図は入れないでください。

① 低精白醸造においてはカプロン酸エチル
系酵母を用いても吟醸香が酢酸イソアミルに
偏ることが分かりました。
②リンゴ搾汁残渣への酵素添加によってダマ
セノンやゲラニオールを回収することができ
ました。モデルビールにおいても副原料に併
せた酵素添加によってダマセノンやリナロー
ル等の生成量が増加する結果となりました。

・結果、わかったことを記入してください。
・特に下記の内容を意識して記入ください。
○成果の一押しポイント
○今後どんなことに活用できるか
○次の目標、課題

研究期間：令和６～８年度

醸造・食品

・ここに研究の結果、成果が一目でわかる写真や図、表を掲載してください。
・大きさ、枚数は自由ですが、説明文、グラフの数値など、小さすぎて分かりにくくならないよう
注意してください。

・この枠の高さは、写真や図に合わせて多少であれば変更していただいて差支えありませんが、枠の横幅は変更しないでください。
・フォントは全て黒字のメイリオ（本文）とし、英数字は全て半角とします。
・強調したい単語・文章は、太字（ボールド）にしていただいて差支えありませんが、強調するのは全体で２～３か所までとしてください。
・本文は全て「です・ます」調とします。
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701-g31(70%) 701-g31(90%) 701-g31(90%), かけ流し 対照(70%)

※対照(協会1801号,精米歩合70%)を1としたときの各成分

１ 低精白米を用いた清酒製造技術の開発 ２ 果実搾汁残渣のビール副原料としての活用

無添加 アロマ-ゼ アロマザイム ぺクチナーゼ

・酵素添加による歩留の向上
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リナロール

・モデルビールにおける香気生成(ppb)
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